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２．新展開のコンセプト 

２－１ 中部国際空港との相関関係 

名古屋大都市圏に性格の異なる２つの空港が存在し、両空港がそれぞれの航空ネットワークを

構築することにより積極的に航空輸送サービスの最適化を図り、両空港が異なる機能を果たしな

がら、連携・補完して名古屋大都市圏の発展に寄与していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名古屋大都市圏における航空輸送サービス最適化 

航空法の改正 

○定期・不定期の区分解消 
○参入・撤退の自由 
 

コミューター航空の使用機材の変化 

○小型プロペラ機からリージョナルジェットへ 

○少量多頻度輸送の高利便性 

既 存 ス ト ッ ク の 有 効 活 用 

複数空港に見合う都市（圏）規模  

国際線、国内線 

の集中する 

国際拠点空港 

都心に近い特長を生か
し、身近で便利な 
小型航空機の拠点空港 

中部国際空港 名古屋空港 

名古屋大都市圏にある機能の異なる２空港

を、地域を挙げて支えていくことが必要 

中 部 国 際 空 港 へ の 定 期 便 の 一 元 化

中部国際空港において一元化

によるスケールメリット、集

積効果が期待される。一方で、

小型機混入による運航効率の

低下等が懸念される。 

不採算路線からの大手撤退 
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コミューター航空、ビジネス機など 

小型航空機を中心とする様々な航空活 

動に対応するわが国のモデルとなるよ 

うな新しい都市型の総合空港として活 

用していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－２ 名古屋空港の基本コンセプト 

    名古屋空港新展開の意義、優位性、中部国際空港との相関関係などを踏まえ、以下のような

基本コンセプトとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地 域 特 性 

  ・３大都市圏の一つ 

   ・航空・宇宙産業の集積地 

    ・日本の真中（首都圏、近畿圏に 

アクセス便利） 

      ・災害への備え 

（東海地震・東南海地震等） 

空 港 特 性 

     ・大都市圏近郊 

     ・整備されたアクセス 

・地域主導型空港 

・小型航空機利便性の向上 

（運用面・施設面等） 

・既存の施設（社会資本の有効活用と 

低廉な使用料の提供） 

 
コミューター航空の活動拠点 

ビジネス機の受入拠点 

小型常駐機の活動拠点 

広 域 防 災 拠 点 

( 基本コンセプト)  

 

海外  

空港 

名古屋
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国内定期航空路線ネットワーク 

名古屋大都市圏 
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地域拠点空港 地域拠点空港 

補完 連携 

中部 
国際空港 
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○ 新展開後の名古屋空港で取扱うコミューター航空について 

運輸省航空局長通達「二地点間旅客輸送の実施承認基準について」（昭和60年 12 月 26 日）

で、60 席以下の小型機を使用して反復継続して行われる旅客輸送を「不定期航空運送事業」と

して取り扱うこととされ、コミューター航空は定期航空運送と区別されていた。 

このため、平成8 年 12 月に閣議決定された第７次空港整備五箇年計画の「中部国際空港にお

ける定期航空路線の一元化」には、コミューター航空は含まれないものとされてきた。 

その後、平成 12 年 2 月に規制緩和を大幅に盛り込んだ改正航空法が施行されたことにより、

定期・不定期の区別が撤廃されたが、現在、コミューター航空の定義が定かでない状況に鑑み、

第７次空整で定期航空路線一元化の範疇外とされている 60 席以下のコミューター航空機の取扱

いを名古屋空港新展開の基本としていくものとする。 

  なお、将来的に機材性能の向上や航空会社による航空機材の更新などが考えられ、旅客の利便

性、航空会社の投資・経営効率化などを踏まえてコミューター航空の取扱いを検討していく必要

がある。 

 

○ 新展開を表すキーワードとネーミング 

ＧＡというキーワードはわかりにくいなどの理由により空港のコンセプトを表現するキーワ

ードを検討したところ、都市近郊にあるという特長や新展開後の名古屋空港における航空活動が

コミューター航空、ビジネス機、広域防災拠点など多岐にわたることなどから、その基本コンセ

プトを踏まえ、名古屋空港の新展開として「都市型総合空港」を目指していくこととする。 

 

ＧＡ空港       都市型総合空港 

 

なお、新展開後の空港の正式名称は、空港の設置許可申請までに決める必要があるが、慣れ親

しんだ名称である「名古屋」を残してほしいという地元の意見なども踏まえ、関係者間で調整を

図りつつネーミングを検討していく。 

 

 

 
① 空港 

② 都市総合空港 

③ 地域空港 

④ シティエアポート 

⑤ アーバンエアポート 

⑥ メトロポリタンエアポート 

（例） 

 

名古屋   ＋ 




